
評価の観点 （Ａ評価を記載） 評価者 Ａ B Ａ＋Ｂ

教1-① 「三角ロジック」を意識した話し合いを指導している
「三角ロジック」を意識して話す児童の割合
（85％以上）１－①

研究 教師 57.1 42.9 100.0 Ａ

児６
相手に伝わる声で話したり、自分の考えと比べて相手の考えを聞いたりし
ていますか

できている⑥ 杉本 児童 34.5 51.7 86.2 47.6

児７
自分の考えをわかりやすく伝えていますか。（三角で伝えようとしていま
すか。）

できている⑦ 児童 41.4 37.9 79.3 Ａ＋Ｂ

91.0

平均 44.3 44.2 88.5

教1-② 深めの発問リーフレットを活用し「★思考を深める発問」を設定している。授業の中で設定している（80％以上）１－② 研究 教師 50.0 50.0 100.0

保３ 学校は，分かる授業づくりを行っている。 できている③ 杉本 保護者 40.0 50.0 90.0

児10 授業はわかりやすいですか。 できている⑩ 児童 55.2 41.4 96.6

平均 48.4 47.1 95.5

教1-③ 朝学習を計画的に行うことができている。
児童自身がまとめや振り返り(適用問題）を
行った授業（90％以上）１－③

研究 教師 80.0 20.0 100.0

保５
学校は，計算や漢字等，基礎基本の定着を図るために授業の工夫を行って
いる。

できている⑤ 杉本 保護者 36.7 56.7 93.4

平均 58.4 38.4 96.7

教1-④ 45分の授業時間を確保するタイムマネジメントを行っている。 確保している１－④ 研究 教師 66.7 33.3 100.0

保７
学校は，子どもたちに正しい姿勢，話す・聞く態度など学習規律の指導を
行っている。

できている⑦ 保健 保護者 30.0 63.3 93.3

保10 学校は，食育や歯磨きなど，健康についての指導を行っている。 できている⑩ 英 保護者 50.0 46.7 96.7

児８ 正しい姿勢で学習していますか。 できている⑧ 児童 27.6 41.4 69.0

平均 43.6 46.2 89.8

教1-⑤ 考えを書かせる指導
キーワードをもとに条件設定してまとめを書いたり、自分なりの気づきや
課題を振り返りに書く指導をしている。

している１－⑤ 研究 教師 62.5 37.5 100.0

保４ 学校は，考えを書く指導を行っている。 できている④ 杉本 保護者 36.7 60.0 96.7

児９ 自分の考えをノートに書いていますか。 できている⑨ 児童 64.3 32.1 97.2

平均 54.5 43.2 98.4

教1－⑥ 家庭学習の習慣化
自学も含め，学年や個人に応じた（内容・時間）家庭学習の指導をしてい
る。

している１－⑥ 研究 教師 60.0 40.0 100.0

保６ 学校は，児童が家庭で勉強する習慣が身につくよう指導している。 できている⑥ 杉本 保護者 36.7 56.7 93.4

保2－１ お子さんは家庭学習に取り組んでいる。 できている２－① 保護者 24.1 62.1 86.2

児１ 宿題を忘れずにしていますか。 できている① 児童 34.5 41.4 75.9

児２ 家で学年×１０分程度（１年生は２０分）の学習をしていますか。 できている② 児童 75.9 17.2 93.1

平均 46.2 43.5 89.7

教1－⑦
「Can-doリスト」をもとに児童のつけたい力を明確にし、授業の中で評価
を行う。

90％以上の授業で行った１－⑦ 外国語 教師 0.0 100.0 100.0

児11
外国語活動では，習った英語を使って進んでコミュニケーションをとろう
としていますか。

できている⑪ 杉本 児童 37.9 27.6 65.5

平均 19.0 63.8 82.8
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授業
（主体的・対話的

な授業）

前期とほぼ同じ結果となって
いる。CD評価の児童に対し
ての取り組みが不十分だっ
たかと思われる。

B

CD評価の児童に対しての取り組み
に関して、「自分の考えと比べて聞
く」も「自分の考えをわかりやすく伝
える」も自分の考えがもてていなけ
ればいけない。考えをもてるように
するという取り組みをしていかなけ
ればならない。

授業
（深い学びへの工

夫）

今後も児童の反応を捉え、
授業の工夫が必要である。 A

学習規律の徹底

B

考える楽しさが実感できるような課
題作りや学校研究でも行っている、
思考ツールの活用や対話を取り入
れた授業を行っていく。

基礎学力の確実
な定着

基礎基本の定着のために計
画的に朝学習を利用してい
る。 A

基礎基本の定着に関しては、漢字
を苦手としている児童が多い。新
出漢字の一度だけの指導にならず
に繰り返し漢字を書く機会を作って
いく。

外国語活動の充実

B

宿題忘れに対してはこれまでも指
導をしている。今後も粘り強く指導
を続けていく。
家庭学習の内容も工夫し、基礎基
本の定着や読書の推進に努めて
いく。

外国語の時間には習った英
語を使って進んでコミュニ
ケーションをとろうとはしてい
る。しかし、正しく言えている
かは別なので児童の評価は
低いと思われる。

B

まずは積極的に習った英語を使っ
てコミュニケーションをとることが大
切である。英語で会話する楽しさが
十分に味わえるようにしていく。

A

姿勢以外は、前期よりも評
価が高くなった。姿勢につい
ては、前期よりAB評価が１
０％低くなった。１１月に各
学級で保健指導を実施した
ことで、正しい姿勢ができて
いないと感じる児童が増え
た可能性がある。

引き続き、学習規律を徹底して保
護者にもその様子を周知する。姿
勢指導については、できていないこ
とよりも正しい姿勢ができているこ
とや意識している様子を授業中や
給食時間など積極的に認めて伸ば
していく。

前期よりも教師と児童のA評
価の開きがなくなった。児童
が自ら書かねければならな
いことを理解し、ノートに書
けるようになってきている。

条件を設定して書かせることは、学
力テストの課題でもあるため、今後
も条件を設定したり自分の成長が
実感できるような振り返りが書ける
ようにしていく。

前期よりも「宿題を忘れずに
していますか」の項目が低く
なっている。忘れる児童は
固定化されていると思われ
るため、個別指導が必要で
ある。

A



教1-⑧ タブレットやパソコン，大型テレビなどＩＣＴ機器を活用している。 積極的に活用している(週1回以上）１－⑧ 情報 教師 66.7 16.7 83.4 B

児14 タブレットやパソコン，大型テレビで授業をするとわかりやすいですか。 できている⑭ 本山 児童 65.5 24.1 89.6

平均 66.1 20.4 86.5

教2－①
児童が自らの成長を実感できるよう、研究の重点を意識した授業改善に取
り組んでいる。

月3回以上は取り入れている２－① 道徳 教師 60.0 40.0 100.0 Ａ

保14 学校は道徳授業の様子を保護者に伝えている。 できている⑭ 神村 保護者 40.0 50.0 90.0 43.8

Ａ＋Ｂ

93.7

平均 50.0 45.0 95.0

教2－② 下校後の家庭での時間の使い方を指導している。 いろいろな場面で指導している２－② 保健 教師 66.7 33.3 100.0

保9
学校は，児童が早寝により睡眠時間の確保ができるための取組を行ってい
る。

できている⑨ 英 保護者 43.3 50.0 93.3

保2－2 お子さんは早寝により睡眠時間を確保している。 できている2－② 保護者 26.7 50.0 76.7

保2－5 お子さんは約束を決めてメディアと付き合っている。 できている２－⑤ 保護者 13.3 50.0 63.3

児４ 早寝（１０時前）・早起き（７時前）をしていますか。 できている④ 児童 62.1 27.6 89.7

おうちの人と相談し，約束を決めて，ゲームやテレビなどのメディアにふ
れていますか。

できている⑤ 児童 51.7 17.2 68.9

平均 44.0 38.0 82.0

教2－③ どこでも元気よく先あいさつをするよう指導している。 いろいろな場面で指導している２－③ 生指 教師 75.0 25.0 100.0

保8 学校は，心を伝えるあいさつができる子になるよう取り組んでいる。 できている⑧ 古田 保護者 53.3 46.7 100.0

保2－4 お子さんは家庭や地域でのあいさつを行っている。 できている２－④ 保護者 36.7 46.7 83.4

気持ちのよいあいさつしていますか。（先あいさつ，目をみてあいさつ，
元気のよいあいさつなど）

できている⑫ 児童 72.4 27.6 100.0

平均 59.4 36.5 95.9

教2－④ 授業の中で、どの子にもよさを認める、ぬくもりのある指導をしている。 どの子の良さも認める指導をしている２－④ 生指 教師 87.5 12.5 100.0

保11 いじめ等への対応 学校は，いじめや児童の問題などに，適切に指導・対応している。 できている⑪ 古田 保護者 46.7 46.7 93.4

児13 なかよし班の仲間や友だちと仲よく助け合っていますか。 できている⑬ 児童 55.2 37.9 93.1

平均 63.1 32.4 95.5

教2－⑤ ねらいを明確にして，充実した交流活動を行っている。 行っている２－⑤ 生指 教師 66.7 33.3 100.0

保12
学校は， 地域の伝統や文化を大切にし，児童の豊かな心を育成するための
取組を行っている。 できている⑫ 古田 保護者 66.7 33.3 100.0

平均 66.7 33.3 100.0

教2－⑥ なかよし班活動を通して，児童の思いやりある心を育てている。
なかよし班活動に進んで参加しており、児童
の心も育っている２－⑥

特活 教師 60.0 40.0 100.0

杉本

平均 60.0 40.0 100.0

教2-⑦ 図書館利用計画に基づく活用を行っている。 90％以上は活用している２－⑦ 読書 教師 33.3 66.7 100.0

保2－3 お子さんは親子読書、週末読書など家庭での読書に取り組んでいる。 できている２－③ 古田 保護者 26.7 30.0 56.7

児３ 家庭で読書（親子読書、週末読書）をしていますか。 できている③ 児童 86.2 6.9 93.1

平均 48.7 34.5 83.3

1
　
個
に
応
じ
た
指
導
の
充
実
と
学
力
の
向
上

ICTの活用

道徳科の授業の充実

児５

あいさつの習慣化

２
　
豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
の
育
成

基本的な生活習
慣の確立

心の教育

異学年交流

児12

読書活動の推進

後期のなかよし活動も制限
をつけながら行っている。本
校は様々な機会に全校児童
が交流できるためなかよし
活動の代わりになっている。

A

教師のICT機器の活用頻度が多
くなった。対して，ICT機器を使う
と授業がわかりやすいと答えた
児童が若干少なくなった。必ずし
もICT機器が分かり易いとは限
らず、使い方の理解を深める必
要性も感じた。

タブレットが入り機器の環境が整うので、教
師と児童共に、使いながら操作方法を覚え
ていく。ICTサポートを授業に活用すること
で、情報教育や機器の操作方法への理解
を深める。

A

高学年のリーダーとして役割を
担っていくためのなかよし活動は今
後も計画的に行う。活動内容に関
してはコロナの感染予防を第一に
考え、行っていく。

　週３回の読書活動を確実に行っ
ていくこと全学級で確認する。ま
た，平日・週末読書や親子読書が
確実に行われているかを，読書
カード・私の本だなを利用して
チェックする必要がある。

　教師・保護者・児童全体の評
価がよくなっている。なんでも相
談や学校アンケートで出てきた
児童の悩みを，各担任がしっか
りと受け止め，解決に向けて働
きかけた結果だと言える。

A

　今後も定期的なアンケートを通して，
児童の実態把握を行っていく。また，悩
みや苦痛を感じている児童の立場に
立って話を受け止めていく。さらに，校
内での情報共有も迅速に行い，組織で
の対応を心がける。

　でんでこ太鼓発表会が
あったことで，伝統を伝え
る・受け継ぐ活動を行うこと
ができた。そのため，特に教
師のＡ評価が，前期に比べ
て増加している。

A

　送る会に向けて，在校生から卒業生
に対する思い・卒業生から在校生に対
する思いを，それぞれ明確にして準備
や練習に取り組ませていく。そうするこ
とで，小規模ならではの縦のつながり
の良さや上学年の役割等を在校生に
受け継がせていきたい。

職員のＡ評価は20ポイント
アップしたものの、保護者の
A評価は８ポイント下がっ
た。保護者Ａ＋Ｂ評価は4ポ
イント上がっている。
道徳だよりの発行は、各学
級１回ずつ、全校版１回で
あった。全校版の発行回数
が少ないことが原因と思わ
れる。

A

学級で発行している道徳だよりの
通信欄に、保護者からのコメントが
多く寄せられるようになった。保護
者の関心は高まっているよう。そこ
で、全校版道徳だよりに、保護者
の声をのせて、２月に発行する。

A

睡眠時間の確保について、
前期と比較して保護者の評
価は若干下がった。メディア
の約束については、保護
者・児童共に６０％代と低い
が両者の誤差がほとんどな
くなり、両者の認識が一致し
てきた。メディアの約束を家
庭と学校で協力して指導し
ていくことで、睡眠時間の確
保も併せて評価が上がると
考えられる。

B
すくぐんチェックやメディア週間、生
活目標の取り組みを通して個別や
学年での現状を把握しながら、集
団と個別に合わせた指導を行う。
また、特に気になる児童には休日
や、下校後の過ごし方について一
緒に考え、保護者と協力して児童
の生活を見直す機会を作る。

　学校の取り組みに対する
保護者の認知度は，増加し
ている。しかし，家庭での挨
拶が定着していないと感じて
いる保護者が多い。

A

　１月の生活目標の取り組みで家
庭での挨拶を促していく。そうする
ことで，家庭での挨拶の定着を目
指す。

　保護者の読書活動に対す
る認知度が減少している。
児童が読書をする時間帯に
保護者が帰宅していない。
又は，親子読書を行ってい
ない。この二点が考えられ
る。

B



教2-⑧
１校１プランを意識した運動（長座体前屈，持久走）を授業等で取り組ん
でいる。

週2回以上取り組んでいる２－⑧ 教師 20.0 80.0 100.0

児15 進んで体を動かしていますか。 できている⑮ 児童 72.4 20.7 93.1

平均 46.2 50.4 96.6

教2-⑨ 「自然ふれ合いタイム」や各教科における自然環境の積極的な活用。 学級で月２回以上の活用をしている２－⑨ 教務 教師 0.0 83.3 83.3

神村

平均 0.0 83.3 83.3

教3-① 保護者や地域人材を日常的な授業や行事，体験活動などで活用している。 計画に従い活用している（90％以上）３－① 教師 42.9 57.1 100.0 Ａ

保２ 学校は，保護者と連携・協力した学校づくりを行っている。 できている② 保護者 43.3 43.3 86.6 48.1

Ａ＋Ｂ

95.0

平均 43.1 50.2 93.3

教3-② ホームページや通信，連絡帳等を通して学校の様子を知らせている。 知らせている３－② 校長 教師 66.7 33.3 100.0

保１ 学校は，教育活動の様子をわかりやすく保護者に伝えている。 できている① 保護者 40.0 50.0 90.0

平均 53.4 95.0

教3-③ 危機管理意識を持って児童への指導を行い，週案にも記載している。 常に週案にも記載している３－③ 教務 教師 62.5 37.5 100.0

保13
学校は，避難訓練や交通安全指導など，安全管理への対応が取られてい
る。

できている⑬ 神村 保護者 53.3 46.7 100.0

保2－6 お子さんは安全に登校し，不審者や事故から身を守よう気をつけている。 できている２－⑥ 保護者 27.6 62.1 89.7

平均 47.8 48.8 96.6

教4-① ＰＤＣＡサイクルを意識して取組を提案し，改善している。 提案、改善の取り組みをしている４－① 教務 教師 28.6 71.4 100.0 Ａ

神村 28.6

Ａ＋Ｂ

85.8

平均 28.6 71.4 100.0

教4-② 勤務時間を意識した効率的な働き方をしている。
１カ月の時間外勤務時間の平均が60時間以下
４－②

教頭 教師 28.6 42.9 71.5

働き方

平均 28.6 42.9 71.5

＜評価者＞保護者、児童、教師

２
　
豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
の
育
成

自然とのふれあい

週に最低でも1回は、1校1プラン
を意識した運動を行えている。
また、進んで体を動かす児童の
割合が増えた。「外遊びデー」の
取り組みや、前期に比べて休み
時間にできるボール遊びが増え
たことが理由として考えられる。

A

体力の向上
体育
本山

４
　
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
意
識
し
た

、
組
織
的
な

学
校
運
営

取り組みの改善

危機管理

保護者・地域との
連携

３
　
家
庭
・
地
域
と
連
携
し
た
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り

地域に開かれた
教育課程

教頭

A

引き続き、授業の導入には1校1プ
ランを意識した運動を取り入れる。
例えば、「ボール運動」の単元の際
は、ボールを使って柔軟体操を行
う。「外遊びデー」は内容に偏りが
出ないように、場所や内容を考え
る。

自然ふれあいタイムは１学
期０回だったが、２学期は２
回実施した。授業における
活用の回数が減ったと思わ
れる。

B

３学期は雪遊びを取り入れる。また、体
育委員会主導で行われている外遊び
デーでの中庭を活用を促す。来年度
は、外遊びデーの取組も評価に入れた
い。

A

振り返りによる検証を終えたら、改
善案を提示していく。次年度への
申し送り事項については、現職員
で共通理解していく。

A

校務支援システムの活用や
業務の効率化・省力化を進
めてきた。また、19時以降学
校に残る場合は、管理職に
報告するようにし、計画的な
業務の遂行を促すなどし
て、職員の意識改革を図っ
てきた。一方で、行事などの
関係もあり、十分な成果に
つながらなかった。

B

今後も一層、取組を徹底するととも
に、職員の意識改革を進め、勤務
時間を意識した効率的な働き方を
促していきたい。

新型コロナウイルスの影響
で、後期も限られた活動とは
なったが、教育ウィークに
「防災教育の日」と銘打っ
て、公開授業や避難訓練、
防災講演会や子供ボラン
ティアなどの活動や太鼓発
表会など本校独自の活動を
地域人材を活用して行うこと
ができた。

A

今後も新型コロナウイルスの感染
状況を見ながらとはなるが、教師
が、カリキュラム・マネジメントの視
点を明確に持ち、保護者や地域人
材を、授業や行事、体験活動など
で積極的に活用していきたい。

A

2学期以降は新型コロナ対
策をとりながら、予定通り学
校行事や授業が行えたの
で、学校HPや学校便り等で
教育活動の様子を伝えるこ
とができた。

A

学校行事や特別な授業を中心に学
校HPに載せていたが、普段の授業
の様子や掃除、給食などの様子も
HPに載せて伝えていきたい。

安全指導に関する、週案へ
の記載が確実に行われてい
る。しかし、安全管理への対
応ができているという保護者
は100％だが、Ａ評価は減少
傾向にある。

A

大雪への対応や、集団下校など、
安全に関する取組はきちんと行っ
てきた。ただし、これら取組はアン
ケート実施前だったため、結果に
反映されなかったと思われる。安
全にかかわる学校の取組を、ＨＰ
等でアピールし、保護者の印象に
残す。

Ａ評価が下がった。各種行
事、生活目標の取組を終え
たら、振り返りを記入し、検
証を行っている。改善に関
する協議または提案につな
がっていないことが原因かも
しれない。


